幕末政治と立憲政体構想 by 奥田 晴樹
金沢大学サテライト・プラザ ミニ講演 
日 時：平成２０年６月２１日（土） 午後２時～３時３０分 
会 場：金沢大学サテライト・プラザ 講義室 
 
演題：「幕末政治と立憲政体構想」 




































































































































































































































カのビットル提督が 1846 年に 2 隻の艦隊で浦賀に来るのですが，当時,浦賀の海岸の防備,
海防を担当していたのは川越藩で，15 万石の親藩大名の松平家です。 
 海防といっても，まず軍艦がないのです。そもそも武家諸法度で 500 石積以上の戦艦は
作ってはいけないことになっているのです。500 石積というのは，排水量にしたら 50 トン















































































































































































































































































































































































































加藤は明治 2 年にその賤称廃止を提案しています。 
21 
金沢大学 地域連携推進センタ  ーサテライト・プラザミニ講演   平成20年6月21日 
         幕末政治と立憲政体構想 











 ① 経緯 
    文政8年(1825)2月 異国船打払令←イギリス船の来港・上陸・交易 
           3月 会沢安「新論」 
    天保8年(1837)6月 モリソン号事件 
    天保10年(1839)11月 アヘン戦争勃発 
    天保11年(1840)7月 オランダ船、長崎に入港、アヘン戦争勃発を伝える 
    天保12年(1841)閏1月 大御所徳川家斉死去 
→老中首座水野忠邦、天保改革に着手 
     天保13年(1842)7月 天保の薪水給与令 
         天保15年(1844)7月 オランダ国王の開国勧告到来 
     弘化2年(1845)2月 老中首座水野忠邦再罷免→阿部正弘幕閣成立 
6月 幕府、オランダ国王に開国拒否を回答 
     弘化3年(1846)3月 幕府、打払令復活について評議 
→以後、嘉永元年(1848)、嘉永2年(1849)に評議 
② ジレンマ（内憂外患）の構図 
 1) 外患対策優先：打払令復活→海防強化→財政膨張→年貢諸役増徴→民衆反発 
 2) 内憂対策優先：現状維持→異国船来航頻発→「鎖国」維持困難→幕権失墜   
２ 「四民共力」政策への転換 
 ① 経緯 
    弘化3年(1846)2月 孝明天皇践祚 
閏5月 フランス艦隊
（ セ シ ュ 提 督 ）
、琉球に来航→6月、長崎に来航 
               アメリカ艦隊
（ ビ ッ ド ル 提 督 ）
、浦賀に来航 
           8月 孝明天皇、海防勅書を幕府へ下す 
＊ 異国船来航の頻発→「国体」への瑕瑾を危惧 






      嘉永6年(1853）11月 幕領諸村への上納金募集布達 
1) 黒船来航(同年6月、来年再来・国書回答受領を通告) 
→「国家の安危」「四民の憂い」   
      2) 「四民共力」：武家は海防、農工商は身分相応の上納金負担 
３ 幕末政治のジレンマ→「四民共力」政策で打開可能か？ 
 ① 「四民共力」を可能とする国制の探求→立憲政体・市場経済導入構想の形成 




 ① 渡辺崋山：天保9年(1838)「西洋事情御答書」 
＊ 天保10年(1839)12月 蛮社の獄で蟄居 
    天保12年(1841)10月 三河田原で自殺(享年49歳） 
 ② 佐久間象山：天保13年(1842)11月 
「感応公(海防掛老中
（ 1 8 4 1 ～ 4 4 ）
真田幸貫)に上りて天下当今の要務を陳す」 
   ＊ 元治元年(1864)7月 京都で暗殺(享年54歳) 
２ 視察・留学ルート――洋学分化の決定的契機 
 ① 幕府の遣外使節：万延遣米使節：安政7年1月～万延元年5月(1860) 
咸臨丸(勝安芳)、福沢諭吉 
            文久遣欧使節：文久元年(1861)12月～文久2年(1862)12月 
             1) ロンドン覚書、樺太北緯50度分界協定に調印 
              ＊ 開港・開市延期期限：1868年1月1日 
             2) 福沢、松木弘安(寺島宗則)、箕作秋坪、福地源一郎 
  ② 幕府のオランダ留学生：文久2年(1862) 11月 
               榎本武揚→慶応3年(1867)2月、帰国 
津田真道、西周→慶応元年(1865)12月、帰国 
  ③ 西南雄藩の留学生 
   1) 長州：文久3年(1863)3月 伊藤博文、井上馨(長州ファイブ)→イギリス 
        明治元年(1868)10月 青木周蔵→プロシャ 
        明治3年(1870)8月 品川二郎→イギリス、フランス、ドイツ 
   2) 薩摩：慶応元年(1865)3月 寺島宗則、森有礼、五代友厚、吉田清成 
→イギリス 
   3) 土佐：明治3年(1870)古沢滋→イギリス 
明治5年(1872) 小室信夫→欧米視察 
 


















             11月 津田「日本国総制度」、 西「議題草案」 
               1) 諸藩存続→徳川立憲君主制の連邦国家 
               2) 連邦議会の上院：諸藩代表、下院：民衆代表 
3) 石高準拠の議席配分→徳川派の優位確保 
      慶応4年(1868)1月 徳川宗家、公議所設置→御用取扱：加藤、西、津田 





                 12月 「西洋事情」初編(「文明の政治」論) 
③ 政体書：慶応４年(1868)閏4月→加藤「立憲政体略」：同7月 




 ２ 廃藩置県後における立憲政体導入への動き 
① 左院：明治5年(1872)4月 宮島誠一郎「立国憲議」 
             5月 「下議院を設くるの議」(議員：府県代人) 
→正院：採納、規則取調を指令 
               8月 「国会議院手続取調」 
        明治6年(1873)5月 宮島、大蔵省地方官会同の「下議院」化を提議 
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② 木戸孝允：岩倉使節団→青木周蔵によるロンドンでの集中講義 
明治6年(1873)7月 「政規典則」制定意見書←青木が原案作成 
 ＊ 青木「大日本政規」：明治6年(1873)3月以前、日本最初の成文憲法草案 
 ３ 明治６年10月政変後の政体取調：  







（ 参 議 ）
(二院制を当然視) 
② 福沢諭吉登用問題 
＊ 明治6年(1873)11月 大久保の提案→木戸・伊藤は反対 
明治7年(1874)1月 福沢「学問のすゝめ」第四編 
→明六社で「学者職分」論争へ 
             2月 加藤→左院一等議官、政体取調に参加 
③ 政体取調の停頓 
＊ 明治7年(1874)1月 「民撰議院設立建白書」(古沢・小室起草) 
→加藤：時期尚早論を表明→民撰議院論争 
             2月 佐賀の乱→大久保、九州出張 
             4月 木戸、台湾出兵に反対し辞表提出→5月 免官、帰郷 
                内閣顧問島津久光→左大臣就任 
5月 台湾出兵→大久保、帰京 
                久光、礼服・租税復旧、大久保・大隈重信
（参議兼大蔵卿）
罷免を要求 
             6月 久光、大久保の猛反対で要求撤回 








 ２ 明治９年の法制局と立憲政体成立過程の人的交錯 
① 長官：伊藤博文(参議兼工部卿)、主事(次官)：井上毅 




 ＊ 帝国憲法草案(夏島草案)の起草：伊藤、井上、金子堅太郎、伊東  
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